
2019 年度「行政改革の推進に向けた外部有識者による公開ヒアリング」の結果             

ヒアリング対象項目 見直しの方向性等 
判定結果  

（ ）内は判定の詳細 ※複数チェックあり
主な提言

① 海南こどもの

国の活性化 

【福祉局】 

施設の老朽化や利用者の確保が課題となっており、管

理・運営の効率化や施設の活性化を進める必要があるこ

とから、 

①  各施設の利用状況や収支状況の観点から、採算性の

改善方法を検討する。特に野外プールについては、利

用期間が限定され大幅な利用増が見込めないこと、

他施設に比べ維持費が大きいことから、施設の存廃

について検討する。 

【６票】見直しの方向性は妥当 

（２票）更に取組の具体化を進めるべき

（４票）取組をスピードアップすべき

（１票）その他

＜見直しの方向性は妥当＞ 

○ 施設が老朽化していることから、早期に遊具施設・プールに関し

ての方向性を定めるべき。また、民間活力の活用にも期待する。 

○ プールを存続するか否かの検討に当たっては、この施設で一番大

切にしたいことの優先順位を決めて行うべき。 

○ プール存続についての判断基準を明確化し、場合によっては地元

が運営するなど柔軟に考えていく必要がある。 

○ プール利用者数の推移、利用者種別の割合を定量化した上で、将

来利用者数の予測を基に協議する必要性がある。 

○ 具体策への踏み込みが十分でない。プール管理の人件費を工夫す

る、利用料を上げる等の具体策が欲しい。 

② 社会教育施設

の見直し 

【教育委員会】 

野外教育センター 

美浜少年自然の家 

旭高原少年自然の家 

施設の老朽化や利用者の確保が課題となっており、管

理・運営の効率化や施設の活性化を進める必要があるこ

とから、 

①  野外教育センターについては、立地の制約によりバ

リアフリー改修が不可能であることから、施設の存

廃について検討する。 

②  美浜・旭高原少年自然の家については、利用が少な

い冬季の利用促進、指定管理者の一括募集等、より効

率的な管理・運営方法を検討する。 

【６票】見直しの方向性は妥当 

（１票）引き続き取組を進めるべき

（２票）更に取組の具体化を進めるべき

（４票）取組をスピードアップすべき

（１票）その他

＜見直しの方向性は妥当＞ 

○ 野外教育センターについては、施設が老朽化していることから存

廃を早急に検討するべき。 

○ 2020 年度の指定管理募集に「見直し」を反映すべき。 

○ ３施設の存在価値をしらしめるような教育委員会としての目標設

定と、そこに到達するための取組を具体的に進めるべき。 

○ これまでのやり方、顧客だけでなく、持っている資源、価値を多

面的にとらえ、活性化に向けた具体的なアクションの検討を進める

べき。 

○ 県と市町村が持つ同様の施設のあり方についての情報共有は早急

にするべき。 

③ 東三河地域に

おける効果的・

効率的な環境

調査のあり方 

【環境局】 

環境調査センター東三河支所 

環境調査センター東三河支所について、施設の老朽

化を踏まえ、より効果的・効率的な調査・研究体制とす

る必要があることから、 

①  業務の更なる合理化とともに、東三河地域にある
既存施設への移転等について検討する。 

【３票】見直しの方向性は妥当 

（２票）引き続き取組をすすめるべき

（２票）更に取組の具体化を進めるべき

【３票】再検討が必要 

（２票）現状認識・課題認識を見直すべき

（２票）見直しの方向性に新たな視点を

加えるべき

＜見直しの方向性は妥当＞ 

〇 環境調査センター東三河支所が、将来どのような業務を担うべきか
を明らかにしたうえで、組織体制・施設の移転について検討を進める
べき。 

○ 支所の必要性を具体的に問い直しつつ、検査・分析業務の分担につ
いて民間企業や大学と調整するなど、建物移転前に業務内容を見直す
べき。 

○ 合理化を進めるにあたっては、専門性を高めるなどの人材育成の

観点も見落としてはいけない。 

＜再検討が必要＞ 

〇 支所を廃止し、本所に一元化した方が分析・研究の効率性向上に

寄与するのではないか。 

○ 支所の必要性や、支所を必要とする場合の移転先の検討等がいず

れも判然としていない。縮小だけでなく拡充も含めて、再検討の余

地がある。 


